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校長通信

第52回卒業式～３９人が新たな門出
2月21日に第52回卒業式が行われ，3年生39人

が本校を卒業しました。

令和2年4月に入学し

た３年生は，コロナ禍で

の高校三年間となりまし

たが，授業や探究活動，

学校行事などを通して一

人一人が互いに学び合

い，高め合いながら，この

日の卒業に至りました。

高校での学びを礎に，

理想や夢を高く掲げ，人生をたくましく切り拓いていく

ことを願っています。

卒業式の校長式辞の全文は，本校ホームページに掲載しています。

[検索ルート]与論高等学校Top＞学校紹介＞学校長挨拶・校長通信

３年生が小学校の〝授業補助〟
進路が決定した３年生が，町内の三つの小学校で

授業補助（アシスタントティーチャー／AT）を行いました。

これは，高校生が与論島の教育について課題意識

をもつ機会にするとともに，

授業補助に入ることで小学

校が児童一人一人に対して

より細やかな指導を可能に

することや，小学校と高校の

連携強化を図ることを目的

に，２月の取組として昨年度

から始めたものです。

今年度のATに参加した

生徒は20人。それぞれ自分

の母校で2日間から10日間

のATを体験しました。授業

時間以外では清掃を手伝っ

たり，昼休み時間に児童たち

と遊んだりしました。

参加した生徒たちは，「児童たちの『なぜ』に答える

難しさを実感した」，「指導する先生方の工夫を知る

ことができた」などの感想を話していました。

卒業を前に郷土料理作りに挑戦
卒業式間近の２月１７日，進路が決定した３年生が

与論島講座で郷土料理の調理実習を行いました。

これは，郷土についての知識や経験を増やし，卒業

後の自立した生活やアイデンティティー育成の一助と

することを目的に，今年度初めて行う取組です。

与論町食生活改善推進員の皆様の御指導の下，

ミシジマイ（与論版炊き込

みご飯），大根ときゅうり

のピャースー（酢の物），

ムギ焼き（与論版クレープ

風薄焼き），アオサ汁の４

品を作りました。

ほとんどの生徒が

郷土料理を作るのは

初めての体験。推進

員が語る郷土料理に

込められた先人の知恵と工夫に頷きながら，和気あ

いあいとした雰囲気の中で調理に取り組みました。

実習を終えた生徒の一人は，「とても美味しくでき

た。一人暮らしになっても作りたい」と話していました。

第２回学校関係者評価委員会
２月14日に学校関係者評価委員会を行いました。

今年度2回目となるこの日は，今年度の学校概況

と１月に実施した学校

評価アンケートにおけ

る職員評価の総括に

ついて説明したあと，各

学年主任が生徒評価

と保護者評価の分析と

改善に向けた手立てなどを説明しました。

委員からは，生徒の主体的な学習への意識や交通

安全に対する取組などについて質問等がありました。

頂いた意見や評価等は，今後の学校経営及び教育

活動の改善・充実に生かしていきます。

第２回の委員会報告は，次号の『校長通信』でお

伝えするとともに，後日，本校ホームページに掲載する

予定です。
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校長講話から 目的と手段の連鎖／自分は何のために学ぶのか （令和５年２月13日 全校朝礼）

学ぶ目的や行動する意味を考える上で，「三人の
レンガ職人」という寓話を紹介します。

旅人がある町外れの一本道を歩いていると，建築現場で職

人がレンガを積んでいました。旅人は職人たちに「何をし

ているのですか」と質問しました。

一人目の職人は，「見れば分かるだろう。親方の命令でレ

ンガを積んでいるんだ」と答えました。

二人目の職人は，「レンガを積んで大きな壁を作っている。

仕事は大変だけど，この仕事のおかげで家族を養えていけ

るんだ」と答えました。

三人目の職人は，「歴史に残る大聖堂を造っている。やが

てここで多くの人が祝福を受け，悲しみを払うんだ。素晴

らしいだろう」と答えました。

三人とも「レンガを積む」という仕事をしているの
に，「何をしているのか」という質問に対する答えが異
なっています。一人目の職人は，「レンガを積んでい
る」という行為そのものを答えただけで，特に目的は
ありません。二人目の職人は，「この仕事のおかげで
家族を養っていける」と言って，レンガを積んで生活
費を稼ぐという目的を答えています。三人目の職人
は，「歴史に残る大聖堂を造っている」と言って，後世
に残る仕事に携わり，世の中に貢献するという目的を
付け加えています。
人間の行動は，必ず「何かのために何かをする」と

いう構造をもっています。一つの行動の目的には，さら
にその上位の目的が存在します。これは「目的と手段
の連鎖」と表されたりします。この寓話の場合，「レン
ガを積む＜壁を造る＜大聖堂を造る＜世の中に貢献
する」という構造になっていて，上位の目的が下位の
目的をコントロールしています。
この寓話を通してみなさんに考えてほしいのは，で

きるだけ広く「目的と手段の連鎖」をイメージして仕事
をするのが有益だということです。寓話に登場する一
人目の職人よりは二人目の職人の方が，二人目の職
人よりは三人目の職人の方が有益な仕事ができるこ
とは容易に想像できますね。
19世紀ロシアの文豪ドストエフスキーは著書の中

で，人間にとって最も恐ろしい罰は，徹底的に無益で
無意味な労働をさせることだという主旨のことを述べ
ています。例えば，土の山をスコップや一輪車を使っ
て一日かけて一つの場所から他の場所へ移し，夕方
またそれをもとの場所へ戻すという作業を繰り返す毎
日を想像してください。全く意味がない作業です。
実社会でこれほど無意味な仕事が与えられること

はないとしても，実際の仕事の場面では，その目的を
十分に理解しないまま仕事をしていたり，狭い範囲の
「目的と手段の連鎖」しか知ろうとせずに仕事をして
いたりすることが実は少なくないのではないか。だと
すれば，その仕事の仕方はドストエフスキーが述べて
いる罰と五十歩百歩かもしれません。

このことをみなさんの毎日の学習に置き換えて考
えてみてください。各教科で課されているレポートや
単元テストは，先生から言われたからやっているのだ
と考えているうちは無意味な作業に過ぎません。その
ような勉強が自分を高めることはありません。
だからまずは，何のためにこの課題に取り組むの

か，この単元での学びを通してどのようなことができ
るようになるのかを考えることが大切です。単元の目
的と目標が明確になれば，一人一人がその実現に向
けてマネジメントすることが可能になります。本校の単
元シラバスは，学びについて広い範囲で「目的と手段
の連鎖」を考えるための手がかりなのです。
高校でも今年度から始まった新しい学習指導要領

に基づく教育のねらいは，各教科等で何を学ぶのか，
どのように学ぶのか，そして学んだことを社会や自分
の人生にどのように生かしていくのかといったことを
「学ぶ主体」の生徒が考えることにあります。
現在進行中の高大接続改革は，これからの時代を

見据えて，高校教育と大学教育，両者を接続する大
学入試の三つが一体となった改革ですが，新しい学
習指導要領の開始もこの改革の一環です。
みなさんがこれから直面する大学入試も，大学が

求める学生像（アドミッション・ポリシー）に基づいて，正解が
一つとは限らない問題に対しても粘り強く取り組もう
とする学生を求める方向に変わっていきます。すなわ
ち，狭い範囲の「目的と手段の連鎖」でしか勉強して
いない高校生には到底太刀打ちできない大学入試
になっていくということです。
「自分は専門学校希望だから大学入試は関係な

い」と思っている人はいませんか。それは浅い考えで
す。専門学校の卒業後に待ち受ける実社会では，もう
すでに「正解のない問題」が溢れています。その実社
会で，「言われたからやっている」という意識でこなせ
るような仕事は，これから簡単に人工知能や作業に
特化したロボットに置き換わっていくでしょう。
だからみなさんが学校教育を離れた後も，予測困

難な時代を主体的に生き抜き，よりよい社会をつくっ
ていくには，新しい学習指導要領の理念に基づく教
育を充実させなければなりません。そのために本校は
令和３年度から定期考査と朝課外を廃止して，学ぶ
生徒が主体となる教育の実践に舵を切りました。
みなさんが学びをどのように捉えるかで，一人一人

の可能性はどこまでも広がります。自分が学ぶ目的
は何か。自分はどのように生きていきたいのか。自分
にとっての「目的と手段の連鎖」はどいうものであり
たいのか。改めて今しっかりと考え，一日一日を大切
に過ごしてください。

【引用・参考文献】戸田智弘『ものの見方が変わる 座右の寓話』2017年，
ディスカヴァー・トゥエンティワン／ドストエフスキー（工藤精一郎 訳）
『死の家の記録』1973年，新潮文庫


